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瓦
屋
根
に
達
し
た
津
波
の
痕
跡
が
残
る
宮
城
県
山
元
町

の
「
震
災
遺
構
中
浜
小
学
校
」
で
震
災
当
時
の
校
長
、

井
上
剛
さ
ん
の
話
を
聞
く
宮
城
野
中
の
中
学
生
記
者

岩沼市「千年希望の丘」で丘に込められた教訓
を取材する秀光中の中学生記者

宮城県女川町で１基目の「いのちの石碑」前で取材
する尚絅学院中の中学生記者

宮城県山元町磯浜漁港でホッキガイ漁再開までの
歩みを取材する宮城野中のメンバー

発行 河北新報社営業局2022211

岩沼千年希望の丘へ

女川いのちの石碑へ

山元遺構の中浜小へ

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
間
も
な
く

年
。
河
北
新
報
社
の

震
災
復
興
支
援
企
画
「
今
で
き
る
こ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
「
次

世
代
へ
の
伝
承
啓
発
」
に
力
を
入
れ
、
震
災
伝
承
新
聞
を
昨
年
に

続
い
て
制
作
し
ま
し
た
。
発
災
当
時
は
ま
だ
幼
か
っ
た
中
学
生
に

被
災
地
を
訪
ね
て
も
ら
い
、あ
の
日
に
何
が
あ
っ
た
の
か
を
学
び
、

復
興
の
い
ま
を
自
分
の
目
で
確
か
め
、
発
信
し
て
も
ら
う
企
画
で

す
。
本
特
集
は
参
加
し
た
秀
光
中
学
校
、
尚
絅
学
院
中
学
校
、
仙

台
市
立
宮
城
野
中
学
校
の
３
校
の
生
徒

人
が
記
者
と
な
っ
て
被

災
地
を
取
材
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
記
事
に
ま
と
め
た
レ
ポ
ー

ト
で
す
。
震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
、
世
代
を
超
え
て
未
来
へ
―
。

学
校
や
家
庭
、
職
場
で
ご
一
読
い
た
だ
き
、
伝
承
の
バ
ト
ン
を
つ

な
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬

(１) ２０２２年(令和４年)２月(１) ２０２２年(令和４年)２月
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私
た
ち
秀
光
中
学
校
の
１
〜
３
年
生

人
は
昨
年

月
２
日
、
岩
沼
市
な
ど
で
取
材
を
行
い
ま
し
た
。
沿
岸
部
の
集
落
跡
に

造
成
さ
れ
た
「
千
年
希
望
の
丘
」
で
は
、
震
災
語
り
部
の
渡
邉
良
子
さ
ん
ら
に
案
内
し
て
も
ら
い
な
が
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

津
波
被
害
を
受
け
た
農
地
に
ほ
ど
近
い
内
陸
部
に
建
設
さ
れ
た
「
岩
沼
み
ん
な
の
家
」
は
、
地
元
野
菜
の
直
売
や
ラ
ン
チ
営
業

を
す
る
交
流
施
設
。
運
営
法
人
代
表
理
事
の
谷
地
沼
富
勝
さ
ん
は
「
農
地
の
復
興
が
地
域
の
復
興
に
つ
な
が
る
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。
仙
台
空
港
は
あ
の
日
、
約
１
７
０
０
人
が
孤
立
し
ま
し
た
。
食
料
が
乏
し
く
、
電
気
、
上
下
水
道
と
も
に
使
え
な
い

状
況
下
で
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
過
ご
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
講
じ
た
対
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
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発信の大切さを学んだ
市川 奈那夏 ３年

今回私は、地元野菜の販売
をしたり、ランチ営業をした
りする施設「岩沼みんなの家」
を取材しました。施設の運営
法人代表理事、谷地沼富勝さ
んは震災のときの避難所での

さまざまな経験を踏まえ、多くの人たちに
災害について知ってほしいという思いで、
私たちの取材を受けてくれました。震災後、
被災地で支援先を探していたＩＴ企業担当
者に「将来について地域の人たちと話し合
う場所がほしい」と申し出たそうです。谷
地沼さんの話を聞いたとき、自分の思いを
形にすることがすごいと思いました。つら
い震災経験を発信することの大切さも学び
ました。

災害のすさまじさ実感
大場 直路 ３年
私が今回、被災地に行って
学んだことは地震と津波の威
力です。建物は流されてしま
っていて、マンホールも地面
の液状化現象などで浮き出て
いました。テレビなどの映像

でしか見ていなかった自然災害のすさまじ
さを実感できました。震災に対する考え方
も変化しました。「まずは自分の命を守ろ
う」と思いました。日頃の備えも大切だと
思いました。仙台空港で取材した時に対策
を聞いたところ、震災時に足りなかった毛
布やおむつ、食料や水などの備蓄を強化し
たと話していました。地震が起きたときの
ことを想定し、自分でも備えをしようと思
いました。

人と人のつながり大切
菅野 美月 ２年
私は東日本大震災当時３歳
で、ほとんど記憶はありませ
ん。そのため、震災が起きた
とき何をするべきか学ぼうと
思い、プロジェクトに参加し
ました。「岩沼みんなの家」

の谷地沼富勝さんらが震災時、どのように
行動したのかを取材しました。消防団員は
行方不明者の捜索、水道業者はライフライ
ンの修復など、各自ができることに取り組
んだそうです。地域コミュニティーがあっ
たからこそできたことで、人と人とのつな
がりの大切さを感じました。不安や怖さで
いっぱいの中、行動するのは難しいと思い
ます。震災に遭ったときは復興への一歩を
踏み出せる人になりたいです。

被災地応援気持ち大事
菊地 怜香 ３年
私はこのプロジェクトを通
じて、たくさんの人たちの協
力がなければ復興はできない
ことを知りました。「千年希
望の丘」の植樹活動に参加し
たボランティアは４万3000人

に上るそうです。私はボランティア活動を
あまりしたことがないのですが、今回学ん
だことを生かし、人の役に立てるようボラ
ンティア活動を積極的に行いたいと思いま
した。ボランティアはできなくても、震災
のことを知って応援したいという気持ちが
あるだけでも十分復興につながると思いま
す。機会があったら「希望の丘」に行き、
震災のことをもっと詳しく知ってほしいで
す。

安否確認の大切さ実感
京増 瑠価 ３年
岩沼では沿岸部に大規模な
植樹をしたり、高さ ㍍を超
える丘を造成するなどして、
津波の威力を緩和する取り組
みを行っています みんなの
家 は震災の出来事を多くの

人々に伝え、これからどうするか考えるた
めにつくられました。そこで私は自分自身
で何ができるのか考え、二次被害を避ける
ことが大事だと実感しました。また災害が
起こる前から家族などと安否確認ができる
よう、連絡方法と待ち合わせ場所を決め、
友人や同僚とも互いの安否を確認し合うよ
うにしておくとよいと思いました。私は今
回のインタビューを通じて、情報共有をす
ることが大事だと学びました。

震災記憶し教訓伝える
国本 鈇烈 ３年
私は、今回の「今できるこ
とプロジェクト」を通して、
震災を風化させないことの大
切さを知りました。このプロ
ジェクトに参加する以前は、
震災のことを忘れていまし

た。しかし、「千年希望の丘」などの震災
の傷跡が残っている場所に行くと、まだま
だ震災のつらい思いは残っていることが分
かりました。けれども、それだけではなく、
復興のために頑張っている人たちがいるこ
とも分かりました。その懸命な姿を見て「私
に何ができるのだろう」と自問した結果、
「震災を記憶に残すことだ」と気付きまし
た。記憶に残すことによって、震災からの
教訓も生かせるのだと思いました。

奇跡の連続犠牲者ゼロ
鈴木 新也 ３年
岩沼市と名取市にまたがる
沿岸部に位置する仙台空港
は、東日本大震災の被害を大
きく受けました。震災時、仙
台空港は３㍍を超える津波に
襲われ、1700人が空港ターミ

ナルビルで孤立しました。空港にいた人が
津波に巻き込まれて犠牲になることはあり
ませんでしたが、空港にとどまった人たち
の命をどうやって守るかが課題であること
に気付いたそうです。停電で暖房は効かず、
上下水道は利用できません。空港の周りは
浸水していて、救助のボートが来たのは翌
日でした。「犠牲者が出なかったのは、小
さな奇跡の積み重ねだ」と空港の担当者は
話していました。

訓練忘れず身守りたい
千葉 ひなた ２年

東日本大震災を体験し、復
興のために頑張っている人た
ちの話を聞き、自然の威力の
すごさや防災訓練の重要性を
感じました。「千年希望の丘」
では自然の力で津波の威力を

弱めようと植樹が行われています。また、
「岩沼みんなの家」では近所の人たちとの
つながりの大切さや防災訓練が自分の身を
守るため、いかに大事かを考えさせられま
した。訓練は訓練でしかありませんが、実
際に災害が起きたとき自分の命を守るため
とても重要だと思います。仙台空港では自
分のやれることを無理せずやるということ
を学びました。自分にやれることはいろい
ろあると思いました。

自分自身を一番大事に
花田 稟果 １年
今回の取材を通して、読者
の皆さんに伝えたいことは、
「自分自身を一番大事にする
こと」です。語り部の渡邉良
子さんの話を聞き、震災では
人を助けて自分の命を失って

しまった方がいることを学びました。だか
らこそ自分自身の命を一番大切にしなけれ
ばならないと考えることができました。皆
さんも一度、被災地に足を運んでみてくだ
さい。震災の悲惨さや、復興について何か
感じると思います。震災では、生きたくて
も生きられなかった方々が大勢います。私
は希望を忘れず、幸せに暮らせていること
に感謝しながら、日々を大切に過ごしてい
きたいです。

地域の支え復興の力に
渡辺 沙羅 １年
「岩沼みんなの家」運営法
人代表理事の谷地沼富勝さん
は、岩沼に活気が戻るよう「み
んなの家」をつくったと話し
ていました。震災直後は一人
一人が、自分にできることを

やっていたそうです。地域の協力や支えで
復興できたのだと思います。この新聞を多
くの人に読んでもらい、東日本大震災を経
験してない人にも教訓を伝えていきたいで
す。今回のプロジェクトに参加して、被災
地が復興に近づいていることが分かりまし
た。地震はいつ起きるか分からないので、
私たちにも人ごとではありません。いつ起
きていいように日頃から備えていくべきだ
と改めて思いました。

聞いて 知って 同世代へのメッセージ

熱心にメモを取りながら、仙台空港運営会社の担当者に取材する
秀光中の生徒たち
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【
３
年
鈴
木
新
也
・
大
場
直
路

・
京

き
ょ
う

増そ
う

瑠
価
、
２
年
千
葉
ひ
な

た
】岩

沼
市
と
名
取
市
に
ま
た
が

っ
て
位
置
す
る
仙
台
空
港
。
震

災
時
は
高
さ
３
㍍
を
超
え
る
津

波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
が
れ

き
や
車
両
が
津
波
と
と
も
に
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
１
階
に

流
れ
込
ん
で
き
て
、
非
常
電
源

が
喪
失
。
水
が
な
く
ト
イ
レ
も

使
え
な
い
状
況
で
、
２
階
以
上

に
避
難
し
た
約
１
７
０
０
人
が

孤
立
し
ま
し
た
。

当
時
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
３

階
に
い
た
空
港
運
営
会
社
の
木

村
昭
仁
さ
ん

は
「
何
が
起

き
て
い
る
の
か
理
解
で
き
ず
、

悲
鳴
が
聞
こ
え
て
足
が
震
え
ま

し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

空
港
周
辺
で
は
火
災
も
発
生

し
て
い
ま
し
た
。
割
れ
た
窓
か

ら
冷
気
が
吹
き
込
ん
で
く
る
の

で
、
段
ボ
ー
ル
や
緩
衝
材
に
く

る
ま
っ
て
震
え
な
が
ら
一
夜
を

過
ご
し
た
そ
う
で
す
。

翌
日
は
ま
だ
水
が
引
か
ず
、

救
助
の
ボ
ー
ト
が
来
た
の
は
午

前

時
ご
ろ
。
ま
ず
は
高
齢
者

ら
を
退
避
さ
せ
ま
し
た
。
震
災

発
生
か
ら
３
日
目
に
水
が
引

き
、
バ
ス
が
来
て
全
員
が
ビ
ル

か
ら
助
け
出
さ
れ
ま
し
た
。

運
営
会
社
広
報
の
高
山
東
志

江
さ
ん

は
「
震
災
経
験
を

踏
ま
え
、
自
然
災
害
な
ど
に
備

え
る
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

を
会
社
と
し
て
策
定
し
ま
し

た
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

空
港
は
海
近
く
に
立
地
し
て

い
る
た
め
、
津
波
被
害
を
最
大

の
リ
ス
ク
と
捉
え
①
人
命
の
安

全
確
保
②
電
力
確
保
③
滞
留
者

へ
の
対
応
｜
が
柱
に
な
っ
て
い

ま
す
。

多
く
の
外
国
人
が
空
港
に
い

る
と
い
う
状
況
を
想
定
し
、
緊

急
時
は
多
言
語
で
も
地
震
発
生

を
知
ら
せ
ま
す
。
避
難
先
を
知

ら
せ
る
マ
ー
ク
を
見
や
す
い
場

所
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

電
力
確
保
策
と
し
て
、
電
源

室
の
扉
を
水
圧
に
耐
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
配
線
も
変
更
。
非

常
電
源
を
水
害
か
ら
守
る
よ
う

し
ま
し
た
。

備
蓄
も
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

被
災
時
、
ビ
ル
に
と
ど
ま
ら
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
人
た
ち
の

た
め
に
毛
布
２
０
０
０
枚
、
食

料
、
携
帯
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
ベ

ビ
ー
フ
ー
ド
や
お
む
つ
も
用
意

し
ま
し
た
。

高
山
さ
ん
は
「
救
助
が
来
る

ま
で
、
ビ
ル
避
難
者
の
安
全
を

確
保
す
る
態
勢
を
整
え
ま
し

た
。
安
全
に
、
安
心
し
て
利
用

し
て
も
ら
え
る
空
港
を
目
指
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

秀
光
中
の
生
徒
が
慰
霊
碑
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
鐘
を
鳴
ら
し
、
鎮
魂
の
祈
り
を
さ
さ
げ
た
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【
３
年
国
本
鈇

ふ

烈
れ
つ

・
市
川
奈
那

夏
、
１
年
渡
辺
沙
羅
】

住
宅
地
の
一
角
に
位
置
す
る

「
岩
沼
み
ん
な
の
家
」
。
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
を
活
気
づ

け
た
い
と
い
う
思
い
で
、
東
京

の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
が
整
備
し
ま

し
た
。
建
物
は
木
造
平
屋
の

平
方
㍍
。
地
元
や
Ｉ
Ｔ
企
業
の

人
た
ち
で
組
織
す
る
一
般
社
団

法
人
が
運
営
し
、
ラ
ン
チ
営
業

や
野
菜
の
直
売
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「
『
み
ん
な
』
と
い
う
名
前

に
は
、
誰
も
が
使
え
る
交
流
の

場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
を
込
め
て
い
ま
す
」
。
こ
う

話
す
の
は
法
人
代
表
理
事
の
谷

地
沼
富
勝
さ
ん

‖
建
設
会

社
経
営
‖
で
す
。

震
災
当
時
、
谷
地
沼
さ
ん
が

住
む
玉
浦
地
区
を
は
じ
め
岩
沼

市
の
沿
岸
部
に
は
、
津
波
が
襲

来
。
田
畑
が
広
が
る
景
色
は
あ

っ
と
い
う
間
に
が
れ
き
で
埋
ま

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

震
災
直
後
、
物
流
が
止
ま
っ

た
被
災
地
の
多
く
は
食
料
不
足

に
直
面
し
ま
し
た
。
が
れ
き
だ

ら
け
に
な
っ
た
農
地
は
耕
作
放

棄
地
に
な
り
、
将
来
的
な
食
料

供
給
に
支
障
が
出
る
か
も
し
れ

な
い
。

こ
ん
な
不
安
を
募
ら
せ
て
い

た
と
き
、
谷
地
沼
さ
ん
は
被
災

地
の
支
援
先
を
探
し
て
い
た
Ｉ

Ｔ
企
業
の
担
当
者
と
知
り
合

い
、
「
み
ん
な
の
家
」
の
整
備

を
依
頼
し
ま
し
た
。

「
岩
沼
の
沿
岸
部
は
も
と
も

と
農
業
地
帯
だ
け
ど
、
若
い
人

の
農
業
離
れ
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
地
域
の
再
生
の
た
め
農

家
が
も
う
か
る
仕
組
み
を
つ

く
り
、
農
業
離
れ
を
食
い
止
め

た
い
と
思
っ
た
」
と
谷
地
沼
さ

ん
。地

元
の
人
た
ち
が
「
み
ん
な

の
家
」
に
集
ま
っ
て
地
区
の
将

来
の
こ
と
を
語
り
合
う
と
と
も

に
、
農
業
支
援
の
起
点
に
し
よ

う
と
、
月
曜
と
水
曜
は
地
元
の

野
菜
を
使
っ
た
ラ
ン
チ
を
提
供

し
た
り
、
土
曜
日
は
野
菜
や
コ

メ
の
産
直
市
を
開
い
た
り
し
て

い
ま
す
。

地
元
の
野
菜
や
コ
メ
な
ど
を

使
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
も
人
気
商

品
。
仙
台
市
青
葉
区
の
ジ
ェ
ラ

ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
食
材
を
持
ち

込
み
、
開
発
し
て
も
ら
っ
て
２

０
１
４
年
か
ら
販
売
し
て
い
ま

す
。農

林
水
産
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
に
占

め
る

歳
以
上
の
割
合（
全
国
）

は
、
７
割
近
く
に
上
っ
て
い
ま

す
。
谷
地
沼
さ
ん
は
「
農
業
は

一
人
で
は
で
き
な
い
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
多
く
の
人
に
農
業

に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
震
災
の
傷
跡

を
癒
や
す
た
め
に
は
、
私
た
ち

の
農
業
へ
の
関
心
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

【
３
年
菊
地
怜
香
・
２
年
菅
野

美
月
・
１
年
花
田
稟
果
】

「
こ
こ
で
は
震
災
の
悲
し
み

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
た

め
に
、
私
た
ち
が
行
っ
て
い
る

こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

震
災
語
り
部
を
務
め
る
渡
邉

良
子
さ
ん

は
、
「
千
年
希

望
の
丘
」
で
私
た
ち
を
案
内
し

な
が
ら
、
表
情
を
引
き
締
め
て

こ
う
話
し
ま
し
た
。

千
年
希
望
の
丘
は
、
震
災
の

津
波
で
人
が
住
め
な
く
な
っ
た

土
地
を
活
用
し
、
沿
岸
部
の
約

㌔
に
わ
た
り
六
つ
の
公
園
と

の
丘
や
園
路
が
整
備
さ
れ
た

岩
沼
の
復
興
の
象
徴
で
す
。「
千

年
先
に
市
民
一
人
一
人
の
思
い

や
祈
り
、
震
災
で
得
た
多
く
の

教
訓
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
願

い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

「
公
園
を
六
つ
造
っ
た
の
は
、

震
災
前
に
集
落
が
六
つ
あ
っ
た

か
ら
で
す
」
と
渡
邉
さ
ん
。
公

園
に
は
「
相
野
釜
」
や
「
新
浜
」

な
ど
集
落
の
名
前
が
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

相
野
釜
エ
リ
ア
に
設
置
さ
れ

た
慰
霊
碑
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
高

さ
は
、
あ
の
日
押
し
寄
せ
た
津

波
と
同
じ
８
㍍
。

の
丘
は
高

さ
最
大

㍍
あ
り
、
震
災
時
と

同
様
の
津
波
が
襲
来
し
た
と
き

は
避
難
で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
丘
の
土
台
に
は
、

が
れ
き
な
ど
の
震
災
廃
棄
物
を

利
用
し
ま
し
た
。

園
路
の
周
囲
に
は
根
が
深
く

張
る
広
葉
樹
が
植
樹
さ
れ
て
い

ま
す
。
津
波
の
威
力
を
削
減
す

る
こ
と
が
目
的
で
、
延
べ
４
万

３
０
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
約

万
本
を
植
え
た
そ
う
で

す
。岩

沼
で
は
震
災
時
、
市
域
の

％
に
当
た
る
２
９
０
０
㌶
が

浸
水
し
、
関
連
死
を
除
く
死
者

・
行
方
不
明
者
は
１
８
１
人
に

上
り
ま
し
た
。
渡
邉
さ
ん
の
義

兄
も
亡
く
な
っ
た
１
人
で
す
。

震
災
直
後
、
渡
邉
さ
ん
は
「
悲

し
く
て
悔
し
く
て
、
涙
も
出
な

か
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

語
り
部
に
な
っ
た
の
は
「
危

険
を
感
じ
た
と
き
は
逃
げ
る
べ

き
だ
と
伝
え
た
か
っ
た
か
ら
」

と
渡
邉
さ
ん
。
「
災
害
が
起
き

た
と
き
、
一
番
大
切
な
の
は
自

分
の
命
。
周
り
の
人
を
助
け
よ

う
と
思
っ
て
亡
く
な
っ
た
警
察

官
や
市
職
員
も
い
る
。
必
ず
し

も
周
り
の
人
を
助
け
な
く
て
も

い
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

犠
牲
者
の
家
族
や
友
人
な
ど

周
り
の
人
た
ち
の
深
い
悲
し
み

を
、
当
事
者
と
し
て
知
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
の
言
葉
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

「
希
望
の
丘
」
に
込
め
ら
れ

た
願
い
を
、
持
続
的
に
後
世
に

伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
こ

の
丘
に
来
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

私
た
ち
は
学
校
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
「
持

続
可
能
」
と
い
う
の
は
時
代
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
「
災
害
発
生
時
は

避
難
行
動
を
取
る
」
と
い
う
意

識
を
持
続
的
に
抱
き
続
け
る
こ

と
が
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。

スライドを使いながら復興の歩みを説明する谷地沼さん 左
‖岩沼みんなの家

市民の祈り 教訓後世に
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⊃

語
り
部
・
渡
邉
さ
ん

避
難
の
大
切
さ
を
発
信

集
い

岩
沼
に
活
気
を

み
ん
な
の
家

運
営
・
谷
地
沼
さ
ん

仙
台
空
港

安
全
性
高
く

運
営
会
社
・
木
村
さ
ん

津
波
経
験
生
か
す

(２)２０２２年(令和４年)２月 (２)２０２２年(令和４年)２月
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聞いて 知って 同世代へのメッセージ

聞いて 知って 同世代へのメッセージ

不安な気持ち今も心に 天野 友里恵 ２年
震災当時は３歳で
したが、地震の揺れ
の衝撃や不安な気持
ちを今でもはっきり
と覚えています。そ
の後、大きく揺れる

ものを見ると恐怖を感じてしまう
ようになりました。震災で辛い思
いをし、今も心に傷を抱えている
人が少なからずいると思います。

でも、今回の取材を通して、女川
の方々が復興に向けてさまざまな
活動をしていることを知りまし
た。明るい未来を築いていこうと
する姿に、元気をもらえた気がし
ます。震災からまもなく 年。震
災を知らない子どもたちが増えて
います。その子たちが大切なもの
や命を失うことの無いよう、震災
の教訓を伝えていきたいです。

津波の破壊力まざまざ 伊勢 智大 ２年
女川については被
災地、ということぐ
らいしか知りません
でした。初めはきれ
いな街並みやお話を
聞いた方たちの生き

生きとした表情が印象的で、本当
に津波がこの街を襲ったのか信じ
られませんでした。でも、当時の
ままの真横に容赦なく倒された旧

女川交番を見て、やっと津波の破
壊力を理解できました。当時はま
だ３歳。今まで震災の話を聞いて
も、「みんな大げさに話している
のだろう」と思い込んでいました。
未来の命を守るために、東日本大
震災を教訓としてほしいです。震
災を知らないたくさんの人に、震
災遺構を見て、津波の恐ろしさを
感じてもらいたいです。

諦めず歩む女川に感動 笠原 梨那 ２年
女川取材で印象的
だったのは、女川の
人たちの前向きな気
持ちです。私が大切
なものを失ってしま
ったら、絶望してし

まうと思います。しかし、取材を
通じて「何もなくなってしまった
から生み出せばいい。作ればいい。
ここからでも、前を向けばいい」

という想いに触れることができま
した。また、町の皆さんは「大き
な家族」のような存在だと言って
いました。震災後、住民と行政が
一体でまちづくりを進めたことか
らも、女川の人たちの前を向く姿
勢や一体感を感じました。復興に
向かって諦めずに歩んできた女川
の皆さんの思いを、多くの人に感
じてもらいたいです。

伝承への強い思い実感 佐藤 叶那 ２年
私は、今回「今で
きることプロジェク
ト」に参加して、色
々なことを学びまし
た。震災遺構として
残る旧女川交番で

は、杭がむき出しになっている様
子を目の当たりにしました。映像
などではなく、実際に見て初めて
被害の大きさを実感できました。

また、津波の脅威を後世に伝える
ために建てられた「いのちの石碑」
を見に行きました。震災当時、私
と同世代だった中学生たちが1000
万円もの資金を募金で集めたとい
う話を聞いて、その行動力に驚き
ました。自分や他者の命を守ろう
とする 行動力 は これから1000
年後の未来に伝えていくべきこと
だと思いました。

前向く人々の姿印象的 佐藤 ひかり ２年
私は、女川の方た
ちが、被災して大変
な状況でも、町のこ
とを考えて前向きに
行動していたことが
印象に残りました。

1000年先の人の命を守るために建
てたいのちの石碑や、街を明るく
彩るためのスペインタイル、海の
見える街をつくり上げたことな

ど、女川で暮らす人々を思って生
みだされたものがたくさんありま
す。この紙面を通じて、一人でも
多くの人に震災で起こったことを
伝えていきたいです。そして、今
ある命を大切にして，もしまた災
害が起きても、今回の震災の経験
やお話を聞いたことが生かせるよ
う、さらに学びを深めていきたい
です。

自分ができること模索 鳥飼 日和 ２年
私はドライブ好き
の父に連れられて、
女川をはじめ被災地
を何度か訪れたこと
があります。被災し
た建物や被害状況の

説明を見て、家の再建は大変だろ
うとか、自分が被災したら何もで
きないだろうな、と思っていまし
た。ですが今回取材した方々の話

を聞くと、一人一人が女川のため
にできることは何かを考え、行動
していたことが分かり、その行動
力に心を打たれました。いつまた
大きな地震が来るかは分かりませ
ん。もし被災しても、お話を聞い
た女川の皆さんのように、自分が
できることを探して、復興に向か
って行動できるような人になりた
いと思いました。

被災者の思い伝わった 藤枝 慎之輔 ２年
私は、東日本大震
災の時は２歳でし
た。地震が起きたと
きはお昼寝中で、何
も覚えていません。
ですが、家族と震災

遺構の大川小学校を訪れたり、防
潮堤を見に行ったりするなど、震
災について学ぶ機会はありまし
た。今回の視察で女川の方々から

お話を聞き、震災の怖さや復興へ
の思いを改めて知りました。家族
で被災地を訪れた際は分からなか
った、被災者の思いや復興の経緯
を知ることができたと思います。
後日また女川を訪れましたが、視
察前後で女川の街を見る目が変わ
ったような気がします。視察を通
して、震災の経験をこれから伝え
ていきたいと思いました。

行動することこそ大切 柳沼 和奏 ２年
私はいのちの石碑
実行委員会の活動を
聞いて、行動するこ
との大切さを感じま
した。実行委の鈴木
智博さんは震災当

時、自分とほぼ同じ年でした。未
来の命を守るため、同級生たちと
女川町の全 行政区に石碑を建て
ようと立ち上がりました。建設費

用1000万円は修学旅行先でも募金
活動を続け、集めたそうです。自
分が鈴木さんの立場だったら、震
災が起きた現実を受け止められ
ず、誰かのために行動することな
どできなかったと思います。未来
の命を守るために行動した鈴木さ
んたちの活動やいのちの石碑につ
いて、多くの人に伝えていくべき
だと思いました。

息のむ旧女川交番の姿 渡邊 みいな ２年
女川を訪れた第一
印象は「きれいな町」
でした。どのお店を
見ても震災の被害な
どなかったようでし
た。ですが、旧女川

交番の建物が横倒しになった、当
時のままの杭や割れた窓に、思わ
ず息をのみました。東京に住んで
いた震災当時の記憶は曖昧です

が、宮城の沿岸部に住む祖父母が
心配だったことは覚えています。
祖父母は避難先の高台から津波が
街を襲う様子を見て、とても悲し
んでいたそうです。新しくてきれ
いに見える女川の街も、祖父母の
ようにつらい思いをした人たちが
立ち上がってできた歴史がありま
す。視察を通じて被災地の復興の
歩みを知ることができました。
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私
た
ち
、
尚
絅
学
院
中
学
校
の
２
年
生
９
人
は
、
昨
年

月

日
に
宮
城
県
女
川
町
で
取
材
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
旧
女
川

交
番
の
前
で
「
い
の
ち
の
石
碑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
鈴
木
智
博
さ
ん
に
被
災
状
況
を
伺
っ
た
あ
と
、
旧
女
川
中
へ
移
動
し
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ち
な
か
交
流
館
で
は
、
「
み
な
と
ま
ち
セ
ラ
ミ
カ
工
房
」
代
表
の
阿
部
鳴
美
さ
ん
に
ス
ペ
イ
ン

タ
イ
ル
制
作
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
現
在
の
活
動
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
き
、タ
イ
ル
彩
色
体
験
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

「
女
川
み
ら
い
創
造
」
代
表
取
締
役
社
長
の
阿
部
喜
英
さ
ん
に
は
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
被
災
後
の
街
づ
く
り
の

道
の
り
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
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ス
ペ
イ
ン
タ
イ
ル
制
作
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
を

語
る
阿
部
さ
ん

1000年後の命を守りたい

ス
ペ
イ
ン
タ
イ
ル
に
情
熱

セ
ラ
ミ
カ
工
房
・
阿
部
さ
ん

街
彩
り
た
い
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⊃

実
行
委
・
鈴
木
さ
ん

万
円

募
金
集
め
建
立

【
２
年
天
野
友
里
恵
・
伊
勢
智

大
・
笠
原
梨
那
】

女
川
で
生
ま
れ
育
っ
た
阿
部

鳴
美
さ
ん

は
、
町
内
の
商

店
街
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
に
あ
る

「
み
な
と
ま
ち
セ
ラ
ミ
カ
工
房
」

で
ス
ペ
イ
ン
タ
イ
ル
の
制
作

に
励
ん
で
い
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン

タ
イ
ル
と
の
出
合
い
は
、
東
日

本
大
震
災
が
き
っ
か
け
で
し

た
。震

災
前
は
陶
芸
サ
ー
ク
ル
で

仲
間
た
ち
と
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
た
阿
部
さ
ん
。
２
０

１
１
年
３
月

日
、
状
況
は
一

変
し
ま
し
た
。
自
宅
は
流
さ
れ
、

サ
ー
ク
ル
仲
間
の
一
人
を
亡
く

し
ま
し
た
。
「
色
を
失
っ
た
町

全
て
が
壊
滅
状
態
で
、
ど
こ
に

目
を
向
け
て
い
い
か
分
か
ら
な

か
っ
た
」
と
阿
部
さ
ん
は
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。

震
災
か
ら
半
年
、
よ
う
や
く

生
活
が
落
ち
着
い
て
き
ま
し

た
。
サ
ー
ク
ル
仲
間
と
再
会
し
、

陶
芸
を
ま
た
や
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
芽
生
え
ま
し
た
。
縁

あ
っ
て
窯
を
寄
付
し
て
も
ら

い
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
陶
芸

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
な

ど
、
活
動
を
再
開
。
そ
の
後
、

民
間
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
団

体
か
ら
「
ス
ペ
イ
ン
の
ガ
リ
シ

ア
地
方
と
異
文
化
交
流
を
し
な

い
か
」
、
と
い
う
提
案
を
受
け

ま
し
た
。
こ
れ
が
ス
ペ
イ
ン
タ

イ
ル
と
の
出
合
い
。
古
く
か
ら

ス
ペ
イ
ン
の
文
化
と
し
て
根
付

く
タ
イ
ル
を
勉
強
し
、
新
し
い

女
川
の
土
産
品
を
つ
く
れ
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
は
国
の
助
成
金
を
活

用
し
、
東
京
の
学
校
で
ス
ペ
イ

ン
タ
イ
ル
の
勉
強
に
励
み
ま
し

た
。
そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
を
訪
れ

る
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
ま

す
。
出
発
日
は
２
０
１
２
年
３

月

日
。
こ
の
日
に
女
川
を
離

れ
て
い
い
の
か
と
悩
み
ま
し
た

が
、
友
人
の
勧
め
も
あ
り
、
ス

ペ
イ
ン
行
き
を
決
意
し
ま
し

た
。色

鮮
や
か
な
タ
イ
ル
で
あ
ふ

れ
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
の
街
並

み
。
青
は
女
川
の
空
と
海
を
、

黄
色
は
希
望
を
表
し
て
い
る
よ

う
だ
と
、
阿
部
さ
ん
は
感
じ
ま

し
た
。
ス
ペ
イ
ン
で
見
た
色
鮮

や
か
な
光
景
は
、
女
川
の
明
る

い
未
来
と
シ
ン
ク
ロ
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。阿
部
さ
ん
は「
決

し
て
色
あ
せ
な
い
タ
イ
ル
で
女

川
を
彩
り
、
１
０
０
０
年
先
の

未
来
ま
で
残
し
た
い
」
と
強
く

決
意
。
阿
部
さ
ん
は
、
女
川
の

シ
ー
パ
ル
ピ
ア
を
ス
ペ
イ
ン
タ

イ
ル
で
鮮
や
か
に
彩
り
た
い
と

明
る
く
語
り
ま
す
。

私
た
ち
は
阿
部
さ
ん
に
取
材

を
し
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
女

川
を
訪
れ
、
色
と
り
ど
り
の
町

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
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生
徒
た
ち
は
震
災
遺
構
「
旧
女
川

交
番
」
も
見
学
、
街
を
襲
っ
た
津

波
の
威
力
を
知
っ
た

シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
運
営
団
体
代
表
・
阿
部
さ
ん

面
白
い
人
集
ま
る
街
に震災後、官民一体で迅

速に進めたられた女川
町の街づくりについて
説明する阿部さん

小
売
店
や
飲
食
店
が
入
居
す
る

シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川

な
ど

が

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

【
２
年
佐
藤
叶
那
・
柳
沼
和
奏

・
渡
邊
み
い
な
】

Ｊ
Ｒ
女
川
駅
前
に
整
備
さ
れ

た
商
店
街
「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女

川
」
。
美
し
い
海
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
レ
ン
ガ
道
に
店
舗
が
並

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
商
店
街
は

海
を
見
な
が
ら
集
い
、
に
ぎ
わ

う
こ
と
が
で
き
る
町
の
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ー
パ
ル
ピ
ア
を
運
営
す
る

女
川
み
ら
い
創
造
代
表
の
阿
部

喜
英
さ
ん

は
、
女
川
を「
面

白
い
人
が
集
ま
る
街
に
し
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

女
川
町
は
東
日
本
大
震
災
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

宮
城
県
内
で
最
も
高
い

・
８

メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
襲
い
、
死

者
・
行
方
不
明
者
は
８
２
７
人

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

新
聞
販
売
店
を
営
む
阿
部
さ

ん
は
人
口
が
少
な
く
な
っ
て
い

く
女
川
で
、
ど
う
し
た
ら
商
売

を
続
け
ら
れ
る
か
頭
を
悩
ま
せ

ま
し
た
。
町
を
出
る
こ
と
を
考

え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
が
「
残
り
た
い
」

と
言
っ
た
こ
と
が
原
動
力
と
な

り
、
人
が
戻
っ
て
く
る
街
を
つ

く
ろ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
再
生
に
も
積
極
的
に

携
わ
り
ま
し
た
。
女
川
町
は
行

政
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な

り
、
震
災
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

構
想
。町
全
体
を
か
さ
上
げ
し
、

海
に
近
い
エ
リ
ア
で
商
売
を
、

住
宅
地
は
山
を
切
り
開
い
て
高

台
に
集
約
し
ま
し
た
。
商
店
の

核
と
な
っ
た
の
が
２
０
１
５
年

月
に
完
成
し
た
「
シ
ー
パ
ル

ピ
ア
女
川
」
で
す
。
各
店
舗
を

テ
ナ
ン
ト
と
し
て
貸
し
出
し
て

い
る
の
が
特
徴
で
、
変
化
し
や

す
い
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し

た
。
現
在
の
テ
ナ
ン
ト
は
震
災

前
か
ら
女
川
で
商
売
を
し
て
い

た
人
よ
り
も
、
震
災
後
新
た
に

女
川
に
来
た
人
の
方
が
多
く
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
建
物
が
建
つ
こ
と
だ
け
が

復
興
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
女

川
を
魅
力
あ
る
街
に
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
阿
部

さ
ん
は
今
後
の
展
望
を
語
り
ま

す
。
女
川
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、

女
川
に
行
き
た
い
、
女
川
の
人

た
ち
と
関
わ
り
た
い
、
そ
う
い

う
人
を
増
や
す
取
り
組
み
を
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

阿
部
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
「
若
い

世
代
に
ア
ド
バ
イ
ス
は
な
い
」

と
話
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
今

は
個
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
形
に

な
っ
て
い
く
時
代
。
上
の
世
代

の
話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
自

ら
考
え
、
疑
問
を
持
つ
こ
と
が

大
切
だ
、
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
い

く
私
た
ち
が
バ
ト
ン
を
受
け
取

り
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に

挑
戦
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
女
川
町
が
た
く
さ
ん

の
人
の
印
象
に
残
る
街
に
な

り
、
こ
れ
か
ら
も
発
展
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

旧
女
川
中
の
石
碑
を
前
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
説
明
す
る

鈴
木
さ
ん

学
校
は
移
転
し
旧
校
舎
は
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か

え
っ
て
い
る

【
２
年
佐
藤
ひ
か
り
・
鳥
飼
日

和
・
藤
枝
慎
之
輔
】

「
１
０
０
０
年
後
の
命
を
守

っ
て
い
く
た
め
の
活
動
で
す
」

旧
女
川
中
の
敷
地
内
に
建
て

ら
れ
た
「
い
の
ち
の
石
碑
」
を

前
に
鈴
木
智
博
さ
ん

は
実

行
委
の
取
り
組
み
を
語
り
ま
し

た
。
震
災
当
時
は
小
学
６
年
生
。

直
後
に
入
学
し
た
女
川
中
の
同

級
生
ら
と
と
も
に
、
２
０
１
２

年
秋
ご
ろ
か
ら
津
波
の
脅
威
を

伝
え
る
石
碑
を
建
設
し
よ
う
と

活
動
を
始
め
ま
し
た
。

提
示
さ
れ
た
１
０
０
０
万
円

の
建
設
費
用
は
、
修
学
旅
行
先

の
東
京
な
ど
、
各
地
で
１
０
０

円
募
金
を
呼
び
掛
け
、
約
半
年

か
け
て
集
め
ま
し
た
。

年

月
、
１
基
目
が
完
成
。

女
川
町
内
の
全

行
政
区
に
、

順
次
石
碑
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
石
碑
に
は
、
「
も
し
、
大

き
な
地
震
が
来
た
ら
、
こ
の
石

碑
よ
り
も
上
へ
逃
げ
て
く
だ
さ

い
。
逃
げ
な
い
人
が
い
て
も
、

無
理
や
り
に
で
も
連
れ
出
し
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
言
葉
を
入

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
女
川
中
の
生
徒
が

考
え
た
俳
句
も
添
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
「
夢
だ
け
は
壊
せ
な
か

っ
た
大
震
災
」
「
た
だ
い
ま
と

聞
き
た
い
声
が
聞
こ
え
な
い
」

な
ど
全

基
に
そ
れ
ぞ
れ
句
が

彫
っ
て
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
震

災
を
経
験
し
て
感
じ
た
率
直
な

気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。実

行
委
で
は
、
震
災
の
記
憶

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
「
命

の
教
科
書
」
の
制
作
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

長
い
間
、
海
と
共
に
暮
ら
し

て
き
た
女
川
の
人
々
に
と
っ

て
、
海
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
。津
波
が
街
を
襲
っ
て
も
、

再
び
海
の
見
え
る
街
を
つ
く
ろ

う
と
決
断
し
ま
し
た
。
鈴
木
さ

ん
た
ち
の
活
動
は
、
こ
れ
か
ら

増
え
て
い
く
震
災
を
知
ら
な
い

世
代
に
、
自
分
の
命
を
自
分
で

守
る
大
切
さ
を
伝
え
る
役
割
も

担
っ
て
い
る
の
で
す
。

最
後
の
１
基
は

年

月

日
に
完
成
し
ま
し
た
が
、
「
１

０
０
０
年
先
の
命
も
守
る
」
と

い
う
思
い
を
持
つ
鈴
木
さ
ん
た

ち
に
と
っ
て
は
、
た
っ
た
１
％

を
過
ぎ
た
だ
け
。鈴
木
さ
ん
は
、

「
大
き
な
津
波
が
来
た
と
し
て

も
、
被
害
を
受
け
る
人
を
一
人

で
も
少
な
く
し
た
い
。そ
し
て
、

残
り
の
９
９
０
年
、
み
ん
な
で

命
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
強

く
語
り
ま
し
た
。

今
回
、
鈴
木
さ
ん
に
お
話
を

聞
い
て
、
い
の
ち
の
石
碑
の
存

在
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
命
を
守
る
た

め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

タイル制作を体験する尚絅学院中の生徒
たち。この時のタイルは今秋、女川町に
飾られる予定だ

(３) ２０２２年(令和４年)２月(３) ２０２２年(令和４年)２月
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私
た
ち
宮
城
野
中
学
校
２
年
生
９
人
は
、
昨
年

月

日
に
宮
城
県
山
元
町
で
取
材
を
し
ま
し
た
。
津
波
被
害
の
大

き
さ
を
物
語
る
爪
痕
が
、
校
舎
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
残
る
震
災
遺
構
中
浜
小
学
校
で
は
、
「
や
ま
も
と
語
り
べ
の
会
」

の
中
浜
小
元
校
長
井
上
剛
さ
ん
の
案
内
で
、
校
舎
内
を
見
学
し
な
が
ら
当
時
の
様
子
を
聞
き
ま
し
た
。
旧
山
下
中
学
校

（
現
山
元
中
学
校
）
で
は
元
校
長
で
や
ま
も
と
語
り
べ
の
会
会
長
の
渡
辺
修
次
さ
ん
に
、
避
難
所
と
な
っ
た
校
内
で
の

住
民
の
避
難
生
活
や
自
治
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
町
特
産
の
ホ
ッ
キ
ガ
イ
を
取
る
漁
船
が
停
泊
す
る

磯
浜
漁
港
も
訪
れ
、
漁
師
の
岩
佐
敏
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
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聞いて 知って 同世代へのメッセージ

聞いて 知って 同世代へのメッセージ

生活を変える 学び 赤田 佳優 ２年
旧山下中学校では
自分の命を守る「自
助」や助けることが
できる者たちが協力
し合う 共助 を学
び 震災遺構中浜小

学校では刻々と変化する状況に対
応するため 知識と情報収集を掛
け合わせて判断し、行動すること
の大切さを教わりました。磯浜漁

港では名産のホッキガイと地域の
漁業を守るため逆境に負けずに前
に進んできた話を聞きました。私
は今回のプロジェクトを終え、災
害から身を守る防災や、被害を最
小限に抑える減災への取り組み方
が変わって、より熱心に取り組ん
でいくことができると思います。
これからも積極的に復興に関わる
方法を考え、行動したいです。

被害を減らす努力大切 伊東 柊真 ２年
プロジェクトで学
んだのは、震災の被
害は甚大で、発生直
後の被災者は本当に
つらい状況だったと
いうことです。小学

生の頃からテレビのニュースなど
で見聞きして知っていたつもりで
したが、実際に足を運んで、人々
に直接インタビューする機会を得

たことで、想像を超えた「大変さ」
を実感することができました。災
害は大切な人の命を突然奪い去り
ます。つらい思いをする人が増え
ないよう、さまざまな立場の人が、
経験を伝える努力していることも
分かりました。人は自然の前では
無力です。それでも被害を減らす
努力はできます。取材で得た経験
を伝えていきます。

過去の教訓今に生かす 安藤 凛子 ２年
取材を通じて学
び、伝えたいのは、
「得た教訓を自分事
として生かし、命を
守る行動につなげ
る」ということです。

渡辺修次さんは「震災を語ること
はつらい。でも、伝え続けること
で守られる命がある。多くの若い
命が失われるようなことは繰り返

したくない」と話しました。その
言葉に私はハッとさせられまし
た。過去の災害を、数学や理科を
勉強するような感覚で学んでいた
ことに気づかされたからです。大
災害は５分後にも起きる可能性が
あります。震災を今に生きる行動
の指針として命を守る行動につな
げることが私たちに求められてい
ると感じました。

助け合いの精神を意識 薄井 虹汰 ２年
プロジェクトに参
加して、二つの事を
学びました。一つ目
は、災害が発生した
ら一人ではなくまと
まって行動すること

が大事ということです。避難所と
なった旧山下中学校や震災遺構中
浜小学校では、避難した人々が協
力していたことが印象的でした。

緊急時にもみんなで話し合い、交
流することで不安は和らぎます。
二つ目は、災害はいつ起きてもお
かしくないということ。発生を予
測することは困難です。いつ起き
てもいいように防災マップや家具
の転倒防止対策、ハザードマップ
の把握といった備えが大切です。
普段からの心掛けが 減災 につな
がると信じて生活を見直します。

学びをつなぎ自ら発信 今野 雄弥 ２年
当時２～３歳だっ
た私たちの記憶は薄
く、覚えていること
は少ないです。被災
地を訪問して聞いた
話のほとんどが初め

てで、想像を超えたつらいもので
した。旧山下中学校では、近所付
き合いが多い地域だったため、避
難所暮らしに大きな混乱はなく自

然と役割分担が決まったことを知
りました。日常の人付き合いが災
害時は共助に結び付く。震災遺構
中浜小学校では、発生直後の判断
の重要性を、ホッキガイ漁が盛ん
な磯浜漁港では、漁業復活の取り
組みについて学びました。学んだ
ことを防災や人生に役立ててい
き、多くの人に知ってもらえるよ
うに努力していきます。

復興への想い伝えたい 佐藤 昇真 ２年
取材で感じたの
は、被害を受けても
前を向き、復興に歩
む人々の強さでし
た。津波は大切な人、
思い出の詰まった場

所や物など多くを奪いました 発
生から 年 どれだけ辛い思いを
抱えてきたのかは計り知ることが
できません。取材を受けてくれた

方々は自らの苦しい体験を披露し
「ほかの人に同じ思いをしてほし
くない と語りました 被災地には
今もなお、悲しみに沈んでいる人
がいるのです。かつての美しい町
並みといった物理的な復興だけで
なく、被災者の心も復興してほし
い。時間はかかるかもしれません
が、みんなの笑顔が戻るよう、僕
たちも応援していくつもりです。

知識蓄え伝え実践する 澤野 花音 ２年
年以上も前の東

日本大震災は体験し
たことではあって
も、記憶の薄い漠然
としたものでした。
今回のプロジェクト

を通じて、災害発生時にどのよう
に行動すればいいのか、という新
たな指針ができました。近所付き
合いを良くすれば有事に協力関係

を築きやすいと知りました。過去
の災害を記した石碑や高齢者の話
に耳を傾ければ、避難する際の道
しるべになります。どれも今から
取り組めることばかりです。過去
の災害から得た教訓を今後生きて
いく社会にどれだけ落としこむこ
とができるかが大切です。今から
知識を蓄え、伝え、実践していく
べきだと思いました。

備え見つめなおしたい 橋本 敬永 ２年
避難所となった山
下中（現山元中）で、
語り部の渡辺修次さ
んが当時の様子を写
真パネルを使って説
明してくれました。

周辺地域は普段から住民同士があ
いさつやコミュニケーションを密
にしており、避難所生活でも役割
分担や難しいルールを決めるまで

もなく助け合って生活したそうで
す。災害はいつ、どこで起きるか
分かりません。有事に役立つのは
特別なルールではなく、「日常の
コミュニケーション」だと分かり
ました。自分が生き残ることは大
事です。教訓を得た私たちはさら
に、助け合うことが求められるの
だと思います。生活の中にある「備
え」を見つめ直そうと思います。

学び受け継ぐのが使命 橋 恵蓮 ２年
山元町を訪れ、震
災 年という節目を
再度考えるようにな
りました。過去にも
震災を学んできまし
たが、それは全て書

面や話で見聞きしたことです。実
際に訪ねてみて、 ３月 日 に何
が起こったのか、復興のためにど
れだけの努力が積み重ねられてき

たのかを学ぶ事ができました。渡
辺修次さんからは身近な人たちの
大切さ、井上剛さんからは自分を
信じる心を、岩佐敏さんからは苦
難を乗りこえる努力を教えていた
だきました。直接聞かなければ分
からない事でした。教えてもらっ
た私たちが記憶を次の世代に引き
継ぐことが最大の復興であり、未
来への希望ではないでしょうか。

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

【
２
年
赤
田
佳
優
・
安
藤
凛
子
・

澤
野
花
音
】

宮
城
県
山
元
町
の
沿
岸
南
部

に
あ
り
、
福
島
と
の
県
境
に
近

い
磯
浜
漁
港
。
幾
度
も
押
し
寄

せ
た
帯
状
の
巨
大
な
波
が
、
停

泊
し
て
い
た

隻
の
船
を
流
し

去
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
宮

城
県
漁
業
協
同
組
合
仙
南
支
所

（
山
元
）
運
営
委
員
長
の
岩
佐

敏
さ
ん

は
丘
の
上
か
ら
眺

め
て
い
ま
し
た
。

山
元
町
は
ホ
ッ
キ
ガ
イ
漁
が

盛
ん
な
地
域
で
す
。
海
底
の
貝

を
取
る
漁
業
再
開
に
向
け
て
、

大
き
な
壁
と
な
っ
た
の
は
、
津

波
で
４
０
０
０
カ
所
に
散
ら
ば

っ
た
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
で
し
た
。

大
部
分
の
撤
去
に
３
〜
４
年

か
か
り
、
い
ま
だ
に
残
っ
た
ま

ま
の
場
所
も
あ
り
ま
す
。
漁
師

の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と

や
後
継
者
の
不
在
、
船
の
購
入

に
４
５
０
０
万
円
以
上
か
か
る

と
い
う
費
用
面
の
問
題
も
あ
っ

て
、
引
退
し
た
り
、
再
開
を
あ

き
ら
め
た
り
し
た
人
も
い
ま
し

た
。「

ま
た
山
元
で
取
れ
た
ホ
ッ

キ
ガ
イ
が
食
べ
た
い

漁
業
継

続
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
た
こ

ろ
、
漁
協
に
消
費
者
の
声
が
届

き
始
め
ま
し
た

漁
の
再
開
を

待
っ
て
い
て
く
れ
る
人
が
い

る

励
ま
し
の
言
葉
が
岩
佐
さ

ん
た
ち
の
背
中
を
押
し
ま
し

た
。
若
い
漁
師
や
消
費
者
の
た

め
に
も
漁
業
を
未
来
に
つ
な
ご

う
と
、
先
進
地
を
参
考
に
「
マ

ン
ガ
」
と
呼
ば
れ
る
漁
具
を
最

新
式
に
更
新
し
ま
し
た
。
熊
手

の
よ
う
に
海
底
を
掘
り
起
こ
す

鉄
製
の
旧
式
か
ら
、
ノ
ズ
ル
で

噴
出
す
る
水
圧
で
貝
を
掘
り
上

げ
て
か
ご
に
流
し
入
れ
る
ス
テ

ン
レ
ス
製
に
変
更
。
値
段
は

倍
で
す
が
、「
将
来
へ
の
投
資
」

（
岩
佐
さ
ん
）
と
、
国
や
町
の

助
成
を
受
け
準
備
を
進
め
ま
し

た
。
仲
間
も
続
き
ま
し
た
。

乱
獲
を
防
ぐ
た
め
の
ル
ー
ル

も
つ
く
り
ま
し
た
。
水
揚
げ
す

る
貝
の
大
き
さ
を
５
年
程
度
成

育
し
た
「
９
・
５
㌢
以
上
」
と

規
定
。
１
日
の
漁
獲
量
を
出
漁

し
た
船
の
数
で
等
分
し
ま
す
。

磯
浜
の
ホ
ッ
キ
ガ
イ
漁
再
開

は
、
地
域
や
消
費
者
の
思
い
に

応
え
よ
う
と
い
う
漁
師
の
熱
い

思
い
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。
岩

佐
さ
ん
は「
山
元
産
は
肉
厚
で
、

さ
っ
と
熱
湯
に
く
ぐ
ら
せ
て
刺

身
で
食
べ
る
の
が
お
勧
め
」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
ッ
キ

ガ
イ
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
漁

業
を
未
来
に
つ
な
ぐ
応
援
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

児
童
、
教
職
員
ら
90
人
が
避
難
し
、
寒
さ
と
余
震
が
続
く
中
で
互
い
に

励
ま
し
あ
い
な
が
ら
一
夜
を
明
か
し
た
中
浜
小
の
屋
根
裏
部
屋

海中の震災がれきの影響で困難になったホッキガイ漁を再開するために
導入された漁具 噴流式マンガ 手前

磯
浜
の
ホ
ッ
キ
待
っ
て
る

消
費
者
の
声

漁
再
開
の
力
に

防災の知恵遺構から学ぶ
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元

校
長
・
井
上
さ
ん

備
え

未
来
の
命
の
た
め

近
助

の
力
命
つ
な
ぐ

旧

山
下
中
に
避
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住
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団
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旧山下中で災害への備えの大切さを訴える山元中３年の佐藤
さん 右 と 震災当時校長だった渡辺さん

震災当時のことを語る
井上さん

【
２
年
伊
東
柊
真
・
今
野
雄
弥

・

橋
恵
蓮
】

「
炊
き
出
し
が
始
ま
れ
ば
わ

れ
先
に
と
混
雑
す
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
で
も
そ
ん
な
こ
と
は

一
度
も
な
か
っ
た
ん
で
す
」

海
岸
線
か
ら
４
㌔
ほ
ど
離
れ

た
旧
山
下
中
学
校
（
現
山
元
中

学
校
）
は
生
徒
や
教
員
、
周
辺

住
民
に
加
え
て
、
福
島
県
か
ら

も
約
７
５
０
人
が
集
ま
る
避
難

所
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
と
一
緒
に
避
難
所
を
運

営
し
た
当
時
の
校
長
、
渡
辺
修

次
さ
ん

は
「
食
事
の
量
は

最
初
の
人
も
最
後
の
人
も
全
く

同
じ
。
住
民
同
士
が
手
を
取
り

合
い
な
が
ら
生
活
を
送
り
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

情
報
や
物
資
が
不
足
す
る

中
、
避
難
者
た
ち
は
自
主
的
に

役
割
分
担
や
生
活
ル
ー
ル
を
決

め
て
避
難
所
運
営
に
当
た
り
、

ほ
と
ん
ど
不
平
不
満
が
出
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

家
事
が
得
意
な
人
は
食
事
作

り
や
配
食
を
担
当
。
避
難
所
警

備
係
や
連
絡
係
、
役
場
と
の
折

衝
な
ど
を
分
担
し
、
体
育
教
師

が
毎
朝
、
運
動
不
足
解
消
の
た

め
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
ま
し

た
。
外
部
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
い
な
く
て
も
、
住
民
同
士

が
し
っ
か
り
と
団
結
し
て
大
変

な
状
況
を
乗
り
越
え
た
の
で

す
。渡

辺
さ
ん
は
、
自
分
の
身
を

守
る「
自
助
」、
公
の
支
援
「
公

助
」
、
助
け
合
う
「
共
助
」
に

加
え
て
、
日
ご
ろ
か
ら
身
近
な

人
た
ち
と
交
流
し
て
協
力
す
る

関
係
を
つ
く
る
「
近
助
（
き
ん

じ
ょ
）
」
の
大
切
さ
を
説
き
ま

す
。「
こ
の
地
域
に
は
『
近
助
』

が
震
災
前
か
ら
当
た
り
前
の
よ

う
に
あ
っ
た
の
で
す
」

あ
の
日
か
ら
間
も
な
く

回

目
の
３
月

日
を
迎
え
ま
す
。

町
内
の
道
路
も
建
物
も
改
修
や

新
た
な
造
成
が
進
み
、
き
れ
い

な
姿
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
渡

辺
さ
ん
は
「
や
ま
も
と
語
り
べ

の
会
」
の
会
長
と
し
て
語
り
続

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
き
ま

す
。「

卒
業
証
書
を
受
け
取
っ
た

わ
ず
か
４
時
間
後
、
自
宅
で
祖

父
を
救
お
う
と
し
た
一
人
の
女

子
生
徒
が
津
波
に
飲
ま
れ
ま
し

た
」
。
校
舎
わ
き
に
あ
る
「
命

の
碑
」
に
は
亡
く
な
っ
た
生
徒

の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

渡
辺
さ
ん
は
石
碑
を
見
つ
め

な
が
ら
、
「
揺
れ
た
後
に
は
津

波
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
大

人
が
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
れ

ば
、
防
げ
る
命
は
も
っ
と
あ
っ

た
は
ず
」と
言
葉
を
繫
ぎ
ま
す
。

「
震
災
を
思
い
出
し
て
話
す
の

は
つ
ら
い
。
で
も
、
若
い
命
が

奪
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
二
度

と
繰
り
返
し
た
く
な
い
」

被
災
者
の
心
の
傷
は
ま
だ
完

全
に
は
癒
え
て
い
な
い
と
渡
辺

さ
ん
は
指
摘
し
ま
す
。
「
今
後

は
心
の
復
興
を
進
め
て
い
き
ま

す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

山
元
中
３
年
、
佐
藤
禅
介
さ

ん

は
震
災
の
教
訓
を
発
信

し
よ
う
と
、

歳
の
時
に
防
災

士
の
資
格
を
取
得
。
「
日
ご
ろ

か
ら
備
え
て
い
れ
ば
、
み
ん
な

が
周
り
を
助
け
る
側
に
立
つ
こ

と
が
で
き
る
」
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

日
常
や
命
が
突
然
奪
わ
れ
た

被
災
地
の
現
実
を
見
聞
き
し

て
、
学
ん
だ
こ
と
を
さ
ら
に
次

の
世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
す
。
記
憶
の
バ
ト

ン
を
未
来
に
託
す
。
で
き
る
こ

と
を
一
つ
ず
つ
実
践
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
２
年
薄
井
虹
汰
・
佐
藤
昇
真

・
橋
本
敬
永
】

全
て
が
流
さ
れ
た
空
き
地

に
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
瓦
屋
根
が

特
徴
の
山
元
町
震
災
遺
構
中
浜

小
学
校
が
ぽ
つ
ん
と
立
っ
て
い

ま
す
。
校
舎
１
階
の
一
部
は
窓

が
全
て
な
く
な
り
、
建
物
越
し

に
反
対
側
の
景
色
を
見
通
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
太
い
柱
に
は

鉄
骨
が
巻
き
付
き
、
津
波
の
威

力
が
垣
間
見
え
ま
す
。

「
震
災
遺
構
に
は
防
災
の
さ

ま
ざ
ま
な
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
」
。
被
災
し
た
校
舎
の
状
況

を
説
明
し
な
が
ら
、
当
時
の
校

長
で
語
り
部
の
井
上
剛
さ
ん

は
説
明
し
ま
す
。
「
遺
構

は
災
害
の
大
き
さ
だ
け
で
は
な

く
、
未
来
の
災
害
に
備
え
る
た

め
の
知
識
を
得
る
場
所
で
す
」

地
震
発
生
後
、
中
浜
小
に
は

教
員
と
児
童
に
周
辺
住
民
を
加

え
た

人
が
避
難
し
ま
し
た
。

井
上
さ
ん
の
指
示
で
職
員
室
の

テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と

分
後

に
６
㍍
の
津
波
が
く
る
」
と
の

情
報
が
流
れ
、
や
が
て

㍍
に

修
正
さ
れ
ま
し
た
。

最
寄
り
の
小
高
い
山
ま
で
は

約
１
・
２
㌔
あ
り

児
童
の
足
で

徒
歩

分
ほ
ど
。
井
上
さ
ん
は

２
階
建
て
の
校
舎
は
高
さ
８
㍍

で
も
、
建
設
当
時
に
土
地
を
２

㍍
か
さ
上
げ
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
た
め
、
屋
上
な
ら

し
の
げ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

２
階
の
資
料
室
か
ら
屋
上
に
続

く
狭
い
階
段
を
使
い
、
全
員
が

上
り
き
る
ま
で
に
か
か
っ
た
時

間
は
５
分
ほ
ど
で
し
た
。

命
を
左
右
す
る
選
択
を
し
た

井
上
さ
ん
は
、
最
後
に
階
段
を

上
り
ま
し
た
。
「
生
き
て
下
り

る
」
と
心
に
強
く
誓
い
な
が
ら

も
、自
分
が
下
し
た
決
断
に「
重

圧
と
責
任
が
一
気
に
の
し
か
か

っ
て
き
ま
し
た
」
と
、
当
時
の

気
持
ち
を
打
ち
明
け
ま
す
。

結
局
、
津
波
の
襲
来
は
約
１

時
間
後
。
命
は
助
か
っ
た
も
の

の
、
校
舎
内
に
は
飲
み
水
も
食

料
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
番
の
問

題
は
、
夜
の
寒
さ
を
し
の
ぐ
方

法
で
し
た
。

気
象
庁
の
デ
ー
タ
で
は
、
当

日
の
午
後
６
時
以
降
の
気
温
は

氷
点
下
２
度
を
下
回
っ
て
い
ま

し
た
。
屋
上
は
一
部
が
屋
根
の

あ
る
倉
庫
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
浸
水
を
免
れ
ま
し
た
が
、

暖
房
は
あ
り
ま
せ
ん
。
床
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
、
横
た
わ
る
の

は
難
し
い
環
境
で
し
た
。

教
頭
先
生
が
体
育
館
に
非
常

用
毛
布
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出

し
、
職
員
と
地
域
住
民
が
小
さ

な
懐
中
電
灯
を
頼
り
に
探
し
出

し
ま
し
た
。
寒
さ
と
空
腹
に
耐

え
、
不
安
と
恐
怖
が
入
り
混
じ

っ
た
表
情
の
児
童
と
避
難
者
。

井
上
さ
ん
は
「
頑
張
ろ
う
。
あ

っ
た
か
い
朝
日
は
必
ず
昇
る
か

ら
」
と
言
葉
を
掛
け
ま
し
た
。

「
恐
怖
を
少
し
で
も
和
ら
げ
、

希
望
を
与
え
る
た
め
だ
っ
た
」

と
説
明
し
ま
す
。

翌
日
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
全
員
が
無
事
に
救
助
さ

れ
ま
し
た
。

自
然
災
害
は
い
つ
起
き
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
知
識
や
情

報
と
と
も
に
、
判
断
力
や
行
動

力
を
身
に
付
け
、
最
善
の
選
択

が
で
き
る
よ
う
に
普
段
か
ら
心

掛
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。「
備

え
る
こ
と
は
未
来
の
命
を
守
る

こ
と
」
。
井
上
さ
ん
の
言
葉
を

忘
れ
ま
せ
ん
。

(４)２０２２年(令和４年)２月 (４)２０２２年(令和４年)２月


